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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。お
正
月
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
か
。

　

新
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年
は
ど
う
臨
む
の
か
を
考

え
る
時
に
、
い
つ
も
思
い
出
す
一
節
が
論
語
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
孔
子
の
高
弟
の
子
路
が
あ
る
人
か

ら
師
は
ど
う
い
う
人
か
を
問
わ
れ
て
答
え
ら
れ
ず
、

そ
の
こ
と
を
孔
子
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
孔
子
は
自

分
は
以
下
の
よ
う
な
人
で
あ
る
と
言
っ
た
の
で
す
。

　
「
其
の
人
と
為
り
や
、憤
を
発
し
て
食
を
忘
れ
、楽

し
み
て
以
て
憂
い
を
忘
れ
、
老
い
の
将
に
至
ら
ん
と

す
る
を
知
ら
ざ
る

の
み
と
。」

　

つ
ま
り
、「
自
分

は
発
奮
し
て
何
か

に
集
中
し
て
い
て

食
事
も
忘
れ
、
自
分

の
道
を
楽
し
ん
で

は
心
配
事
も
忘
れ
、

や
が
て
老
い
が
や
っ
て
く
る
こ
と
に
も
気
づ
か
ず
に

い
る
」（
私
訳
）。
我
々
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
様
に「
漢

詩
を
学
び　

漢
詩
で
遊
ぶ
」の
道
を
歩
み
た
い
も
の

で
す
。

　

昨
年
は
何
と
言
っ
て
も「
令
和
六
年
度
全
日
本
漢

詩
大
会
神
奈
川
大
会
」の
開
催
が
最
大
行
事
で
し
た
。

十
月
二
十
六
日
に「
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

ヴ
ィ
ア
マ
ー

レ
で
の
大
会
」と
同
夜
の
横
浜
中
華
街「
菜
香
新
館

で
の
交
流
懇
親
会
」、
そ
し
て
翌
日
に「
三
溪
園
で
の

吟
行
会
」を
盛
況
裏
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
神
漢
連
の
会
員
皆
様
の
尽
力
で

す
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
は
概
ね
好
評
で
あ
り
、
特
に
会
場
は
多
数
の

聴
講
者
で
ほ
ぼ
満
席
で
、
活
気
あ
る
全
日
本
漢
詩
大

会
で
あ
っ
た
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
主
催
者
に
と
っ
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
桜

木
町
駅
か
ら
会
場
へ
の
道
の
要
所
要
所
に
会
員
が

立
っ
て
い
て
案
内
を
す
る
な
ど「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
各
県
連
の
人
々
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。
表
彰
関
係
で
は
、
特
別
賞
が
四

名
、
秀
作
が
一
名
、
入
選
が
四
名
と
、
多
数
の
神
漢

連
の
仲
間
が
受
賞
し
た
こ
と
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
入
賞
・
入
選
さ
れ
な
か
っ

た
方
々
も
、
腕
を
磨
い
て
ま
た
次
回
以
降
挑
戦
願
い

ま
す
。

　

今
年
の
神
漢
連
の
活
動
と
し
て
は
、
例
年
通
り

四
・
五
月
に
第
十
九
期
の「
漢
詩
入
門
講
座
」を
開
き
、

新
た
な
会
員
を
迎
え
入
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
各

漢
詩
サ
ー
ク
ル
で
の
作
詩
・
批
正
、鑑
賞
会
Ａ
Ｂ
Ⅽ
・

霧
笛
女
子
会
・
大
簡
会
・
講
演
会
で
の
漢
詩
鑑
賞
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
吟
行
、
漢
詩
研
修
会
、
更
に
神
辞

会
、自
詠
自
書
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
今
年
は
漢
詩
大
会
や
記
念
行
事
も
な
く
、
着

実
に「
漢
詩
を
学
ぶ　

漢
詩
で
遊
ぶ
」を
実
践
で
き

る
年
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
部
の
会
員
は
自
主
的
に
漢
詩
を
更
に
学
び
、
全

国
大
会
で
も
入
賞
・
入
選
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
ま
す
が
、一
方
で
は
、「
詩
藻
を
深
め
る
こ
と
」、

「
正
し
く
滑
ら
か
な
構
文
で
記
す
こ
と
」、「
説
明
・

報
告
は
不
可
」、「
詩
に
な
る
よ
う
に
」、等
々
課
題
は

尽
き
ま
せ
ん
。今
年
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、

神
漢
連
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
一
層
図
れ
る
施
策

を
検
討
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

年
老
い
て
も
自
分
の
趣
味
と
し
て
漢
詩
を
楽
し
み
続

け
、
細
々
な
が
ら
も
自
分
の
思
い
を
詩
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
立
場

も
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
が

開
催
さ
れ
る
！

大
会
は
総
三
百
五
十
名
の
参
加
で
盛
会

　

表
彰
式
、
特
別
賞
作
品
吟
詠
、
記
念
講
演
、
構
成

吟
の
吟
詠
で
盛
り
あ
が
る

　

懇
親
会
も
八
十
五
名
参
加
で
交
流
の
実
を
あ
げ
た

　

吟
行
会
は
三
溪
園
で
四
十
七
名
が
参
加

　

以
下
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
を
み
て
い
こ
う
！

第
一
．大
会
の
部

（
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
）

　

大
会
は
、「〝
漢
詩
再
興
〞へ
新
た
な
息
吹
を
」を

テ
ー
マ
と
し
て
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
、
神
奈
川
県
漢

詩
連
盟
が
主
催
し
て
、
十
月
二
十
六
日（
土
）十
三

時
か
ら
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
地
区
の「
は
ま
ぎ
ん

ホ
ー
ル　

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
」に
お
い
て
開
催
、
全
国

か
ら
漢
詩
愛
好
家
、
総
三
百
五
十
名
の
参
加
を
得

て
、会
場
は
ほ
ぼ
満
員
状
態
で
あ
っ
た
。

　

大
会
は
、
開
会
式
か
ら
始
ま
り
、
神
奈
川
県
漢
詩

連
盟（
以
下
、神
漢
連
）水
城
ま
ゆ
み
副
会
長
の
開
会

宣
言
、
主
催
者
代
表
の
神
漢
連
香
取
和
之
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
の
神
奈
川
新
聞
社
須
藤
浩
之
社
長
の
来
賓

挨
拶
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
紹
介
、
選
者
の
紹
介
、
大
会
役

員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、表
彰
式
に
入
る
。

　

全
応
募
作
品
、
一
般
が
二
百
九
十
二
首
、
Ｕ（
ア

ン
ダ
ー
、
以
下
同
じ
）23
が
五
十
二
首
、
Ｕ
18
が
六

首
の
合
計
三
百
五
十
首
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、次
の
作
品
に
各
賞
が
与
え
ら
れ
た
。

一
般
の
部 

特
別
賞
十
三
首
、
秀
作
六
首
、
入

選
十
七
首

Ｕ
23
奨
励
賞 

最
優
秀
賞
一
首
、
優
秀
賞
二
首
、

秀
作
五
首
、入
選
七
首

Ｕ
18
奨
励
賞 

最
優
秀
賞
一
首

　

一
般
の
部
の
特
別
賞
十
三
首
は
、
以
下
の
と
お

り
。文

部
科
学
大
臣
賞

神
奈
川
県
知
事
賞

横
浜
市
長
賞

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

横
浜
市
教
育
委
員
会
賞

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長
賞

横
浜
華
僑
総
会
賞

横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
賞

産
経
新
聞
社
賞

神
奈
川
新
聞
社
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
長
賞

ｔ
ｖ
ｋ
賞

開会式の模様開会式の模様

文部科学大臣賞の表彰文部科学大臣賞の表彰
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表
彰
式
で
は
、
表
彰
状
が
、
特
別
賞
、
Ｕ
23
奨
励

賞
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
、
Ｕ
18
奨
励
賞
最
優
秀
賞
の

各
人
に
、
秀
作
と
入
選
に
つ
い
て
は
代
表
者
に
授
与

さ
れ
た
。

　

受
賞
作
品
の
選
評
は
、
審
査
委
員
長
の
全
日
本
漢

詩
連
盟
会
長
の
鷲
野
正
明
先
生
が
、
作
品
ご
と
に
詳

し
く
述
べ
ら
れ
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
文
部
科

学
大
臣
賞
の
安
井
良
隆
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。ま
た
、

次
年
度
漢
詩
大
会
開
催
県
と
し
て
徳
島
漢
詩
連
盟
事

務
局
長
の
田
中
公
氏
が
挨
拶
し
、
次
回
大
会
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
司
会
は
、
神
漢
連
の
東
島
正
樹
事
務

局
次
長
が
行
っ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
司
会
が
神
漢
連
の
高
橋
純
子

執
行
理
事
に
交
代
し
、
十
四
時
四
十
分
か
ら
二
十
分

間
、
特
別
賞
受
賞
作
品
吟
詠
が
行
わ
れ
た
。
正
面
ス

ク
リ
ー
ン
に
作
品
が
映
じ
ら
れ
る
中
、

　

文
部
科
学
大
臣
賞
の「
金
港
雜
詠
」、
続
い
て「
柳

津
送
別
」「
立
夏
野
渡
」「
海
上
送
別
」「
能
登
半
島
地

震
」「
鞆
浦
」「
浮
浪
」の
七
作
品
が
、
す
べ
て
神
漢
連

の
会
員
七
名
に
よ
る
吟
詠
で
行
わ
れ
た
。

　

尺
八
は
、栗
城
笙
童
氏
に
よ
る
。

特
別
賞
受
賞
作
品
の
作
者
と
吟
詠
者（
敬
称
略
）

文
部
科
学
大
臣
賞　
　
　

神
奈
川
県　

安
井　

良
隆

　
　

金
港
雜
詠　
　
　
　

吟
詠　

横
溝　

藍
鵬

神
奈
川
県
知
事
賞　
　
　

神
奈
川
県　

白
石　

信
隆

　
　

柳
津
送
別　
　
　
　

吟
詠　

家
吉　

精
雄

横
浜
市
長
賞　
　
　
　
　

東
京
都　

恒
松　

景
子

　
　

立
夏
野
渡　
　
　
　

吟
詠　

小
菅　

岳
倖

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞　

東
京
都　

岡
田　

讓

　
　

海
上
送
別　
　
　
　

吟
詠　

村
田　

精
流

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長
賞　

岡
山
県　

中
野　

悟

　
　

能
登
半
島
地
震　
　

吟
詠　

青
木　

憲
山

Ｕ
23
奨
励
賞
最
優
秀
賞　

広
島
県　

河
野　

沙
穂

　
　

鞆
浦　
　
　
　
　
　

吟
詠　

松
原　

芦
遊

Ｕ
18
奨
励
賞
最
優
秀
賞　

埼
玉
県　

前
久
保
妃
菜

　
　

浮
浪　
　
　
　
　
　

吟
詠　

鈴
木　

芦
泉

　

特
別
賞
受
賞
作
品
の
吟
詠
が
終
わ
り
、
休
憩
の

後
、
十
五
時
十
分
よ
り
四
十
五
分
間
に
わ
た
っ
て
、

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

満席の会場（表彰式）満席の会場（表彰式）

受賞作品の選評をする受賞作品の選評をする
鷲野正明会長鷲野正明会長

文部科学大臣賞「金港雜詠」作者の安井良隆氏（右端）文部科学大臣賞「金港雜詠」作者の安井良隆氏（右端）
と吟詠する横溝藍鵬氏と吟詠する横溝藍鵬氏
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十
六
時
三
十
分
、
時
間
ど
お
り
に
閉
会
宣
言
が
、

神
漢
連
新
井
治
仁
副
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
う

し
て
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
た
が
、
参

加
者
が
三
百
五
十
名
と
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
人

数
で
あ
り
、
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ
た
こ
と
と
共

に
、
内
容
の
充
実
ぶ
り
か
ら
概
ね
好
評
で
あ
り
、
活

気
あ
る
全
日
本
漢
詩
大
会
で
あ
っ
た
と
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
会
場
ま
で
の
経
路
を
神
漢
連
会
員
の
皆
さ

ん
が
、
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
か
ら
会
場
ま
で
に
立
っ
て
案

内
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
他
県
か
ら
参
加
の

方
か
ら
、
有
難
か
っ
た
と
、
そ
の「
お
も
て
な
し
の

心
」に
対
し
て
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
た
。

構
成
吟「
神
奈
川
を
詠
う
」　

と
吟
詠
者 

（
敬
称
略
）

函
山
雑
詠（
五
言
律
詩
） 

夏
目
漱
石　
　
　
　
　

吟
詠　
　

奥
村　

精
曄

 

丹
羽　

龍
風

 

上
杉　

龍
景

湘
南
海
岸
見
箱
根
駅
伝
与
滑
瀾（
七
言
絶
句
）

 

岡
崎
満
義　
　
　
　
　

 

吟
詠　
　

前
嶋　

龍
彩

 

大
井　

龍
静

酒
匂
川
畔
村
酒（
七
言
絶
句
） 城
田
六
郎　
　
　
　
　

 

吟
詠　
　

園
田　

精
鵬

 

池
田　

精
嶽

絵
島（
七
言
絶
句
） 

菅
茶
山　
　
　
　
　
　

 

吟
詠　
　

大
森　

精
翠

 

越
智　

精
麗

頼
朝
故
宮（
七
言
絶
句
） 

太
宰
春
台　
　
　
　
　

 

吟
詠　
　

坂
井　

精
鷽

 

小
林　

精
晄

鶴
陵
廟
偶
成（
七
言
絶
句
） 

秋
吉
邦
雄　
　
　
　
　

 

吟
詠　
　

駿
河　

精
桜

 

松
井　

龍
寶

葉
山
海
岸
望
岳（
七
言
絶
句
） 鈴
木

軒　
　
　
　
　

 
吟
詠　
　

佐
藤　

精
堂

 

野
中　

精
隆

横
浜（
七
言
絶
句
） 

嵩
古
香　
　
　
　
　
　

 

吟
詠　
　

横
山　

龍
精

　

記
念
講
演
は
、
鷲
野
正
明
会
長
が「
蘇
州
の
歴
史

と
漢
詩
―
西
施
の
い
た
こ
ろ
―
」と
題
し
て
、
春
秋

末
期
の
呉
越
抗
争
、
中
国
四
大
美
人
の
一
人
と
い
わ

れ
る
西
施（
他
の
三
人
は
時
代
順
に
王
昭
君
、
貂
蝉
、

楊
貴
妃
）に
ま
つ
わ
る
話
、
そ
し
て
当
時
を
懐
古
し

て
詠
う
李
白
、
陳
羽
、
趙
嘏
、
皮
日
休
の
詩
を
解
説

さ
れ
た
。

　
（
講
演
の
概
要
と
模
様
は
、
十
面
と
十
一
面
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
神
漢
連
の
Ｈ
Ｐ
にY

ouT
ube

と
し
て
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

大
会
の
最
後
に
は
、十
六
時
か
ら
三
十
分
間

　

構
成
吟「
神
奈
川
を
詠
う
―
漢
詩
と
共
に
旅
を
し

ま
し
ょ
う
―
」と
し
て
、

　

漢
詩
八
首
、夏
目
漱
石
の「
函
山
雑
詠
」で
箱
根
か

ら
始
ま
り
、
湘
南
、
江
の
島
、
鎌
倉
、
葉
山
、
横
浜
と

い
う
名
所
を
詠
っ
た
漢
詩
作
品
と
印
象
的
な
風
景
映

像
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
な
が
ら
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
る
朗
々
と
し
た
吟
詠
で
、
皆
で
そ
の
現
場
に

い
て
共
に
旅
を
し
て
い
る
よ
う
な
心
地
が
し
ま
し

た
。
各
作
品
の
作
者
は
、
江
戸
・
明
治
の
詩
人
や
全

日
本
漢
詩
大
会
特
別
賞
受
賞
の
神
漢
連
会
員
な
ど
八

名
、
吟
詠
は
岳
精
流
日
本
吟
院（
通
称
、
岳
精
会
。
本

部
は
川
崎
市
）の
皆
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

構成吟「神奈川を詠う」構成吟「神奈川を詠う」
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は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
充
実
し
て
楽
し
い
懇
親
会
と

な
っ
た
。

第
三
．吟
行
会（
三
溪
園
）

　

翌
二
十
七
日（
日
）の
十
時
か
ら
、横
浜
市
中
区
本

牧
に
あ
る
国
指
定
名
勝
の「
三
溪
園
」で
吟
行
会
が

行
わ
れ
、四
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　

三
溪
園
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
製
糸
・

生
糸
貿
易
で
財
を
な
し
た
横
浜
の
実
業
家
・
原
三
溪

が
横
浜
の
東
京
湾
に
面
し
た
三
之
谷
に
造
り
上
げ
た

日
本
庭
園
で
、
広
さ
は
五
万
三
千
坪
。
当
日
は
心
配

し
た
お
天
気
も
問
題
な
く
、
普
段
は
お
世
話
に
な
る

こ
と
の
な
い
園
内
ガ
イ
ド
の
説
明
を
得
て
、
内
苑
、

外
苑
、
臨
春
閣
な
ど
に
京
都
や
鎌
倉
か
ら
移
築
さ
れ

た
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
を
見
学
し
た
後
、
展
示
施

設
で
あ
る「
三
溪
記
念
館
」で
、若
き
芸
術
家
の
支
援

や
大
震
災
後
の
横
浜
の
復
興
な
ど
多
方
面
に
尽
力
し

た
原
三
溪
の
業
績
や
ゆ
か
り
の
資
料
、
書
画
な
ど
の

美
術
品
を
鑑
賞
し
た
。

詩
を
生
徒
に
教
え
て
い
る
先
生
か
ら
は
最
近
の
熱
心

な
活
動
の
報
告
が
あ
る
な
ど
、
次
々
に
ス
ピ
ー
チ
が

行
わ
れ
た
。

　

神
漢
連
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
神
奈
川
県
知
事
賞

受
賞
の
白
石
信
隆
氏
、
当
日
参
加
者
全
員
に
配
っ

た「
漢
詩
の
な
ぞ
な
ぞ　

増
補
第
二
版
」（
十
三
面
記

載
）の
作
者
で
あ
る
山
口
幸
雄
氏
、
神
漢
連「
七
絶

推
敲
表
」に
つ
い
て
解
説
し
た
蔦 

清
昭
氏
と
五
嶋
美

代
子
氏
、
構
成
吟
の
ト
リ
を
吟
じ
た
横
山
龍
精
宗
嗣

（
辻

寛
子
氏
）が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。　

 

　

懇
親
会
場
に
入
る
前
に
、
横
浜
媽
祖
廟
に
あ
る
故

石
川
忠
久
先
生
の
四
言
詩
詩
碑
を
見
学
し
た
人
も
い

た
が
、
そ
の
詩
を
岳
精
会
宗
家
で
あ
る
横
山
精
真
氏

が
即
興
で
吟
詠
す
る
な
ど
で
、
盛
り
上
が
り
参
加
者

第
二
．交
流
懇
親
会
の
部（
菜
香
新
館
）

　

夜
の
部
、
交
流
懇
親
会
は
、
横
浜
中
華
街
の
広
東

名
菜「
菜
香
新
館
」で
八
十
五
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。
香
取
和
之
神
漢
連
会
長
の
挨
拶
、
鷲
野
正
明

全
漢
詩
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、
内
田
誠
一
全
漢
詩
連

副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ
た
。

　
「
食
在
広
州（
食
は
広
州
に
在
り
）」と
言
わ
れ
る

と
お
り
北
京
、
四
川
、
上
海
な
ど
数
あ
る
中
国
料
理

の
な
か
で
、
最
も
日
本
人
が
好
む
料
理
と
言
わ
れ
る

広
東
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
名
菜
を
堪
能
す
る
と
と

も
に
、
参
加
者
相
互
の
懇
談
が
始
ま
り
、
最
初
は
各

テ
ー
ブ
ル
で
、
次
に
テ
ー
ブ
ル
を
越
え
て
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
対
話
が
行
わ
れ
、
懇
親
・
交
流
の
実
を
上
げ

た
。

　

司
会
者
の
指
名
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
チ
が
始
ま
っ
た

が
、
特
別
賞
受
賞
者
数
名
の
喜
び
の
声
と
作
詩
の
苦

心
談
な
ど
や
、
遠
方
か
ら
の
来
場
者
の
漢
詩
創
作
や

所
属
す
る
会
の
活
動
の
様
子
な
ど
、
特
に
高
校
で
漢

内田副会長の乾杯内田副会長の乾杯

テーブルを越えての交流が行われたテーブルを越えての交流が行われた

吟詠する横山精真宗家吟詠する横山精真宗家



6

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第36号 令和7（2025）年1月15日

し
た
が
、
皆
さ
ん
無
事
に
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着
く

こ
と
が
で
き
た
。

第
四
．最
後
に

　

こ
う
し
て
、
令
和
六
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈

川
大
会
は
総
て
の
行
事
を
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
二
十
六
日
は
、
準
備
の
た
め
に

朝
九
時
か
ら
五
十
名
近
く
の
担
当
者
が
会
場
に
来
て

諸
準
備
、会
場
と
の
打
合
せ
、会
場
・
壇
上
の
設
営
、

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
な
ど
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
大
会

を
終
え
、
夜
の
懇
親
会
、
翌
日
の
吟
行
会
終
了
ま
で

神
漢
連
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
で
ス

ム
ー
ス
な
運
営
が
で
き
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
感
謝
を

申
し
あ
げ
た
い
。 

（
ま
と
め　

東
島
正
樹
）

講
演
の
内
容
は
、

一
． 

実
業
家
と
文
化
人
と
し
て
の
原
三
溪
の
経

歴
、

二
． 

原
三
溪
の
漢
詩
和
歌
集「
三
溪
集
」の
説
明
、

三
． 

三
溪
の
文
人
趣
味
と
三
溪
園
、

四
． 「
出
世
」の
志
向
と
調
和
の
精
神
が
宿
る
三

溪
園
、

五
． 
三
溪
の
生
き
様
を
包
み
込
む
三
溪
園

で
構
成
さ
れ
、
原
三
溪
の
文
人
と
し
て
の
趣
味
趣

向
、
本
人
作
の
八
首
の
漢
詩
を
通
じ
て
、
七
十
年
の

生
涯
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

歴
史
的
な
建
造
物
で
あ
る
旧
燈
明
寺
本
堂
の
中

は
静
寂
そ
の
も
の
で
、
皆
が
鄧
教
授
の
お
話
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

講
演
の
内
容
は
、
神
漢
連
の
Ｈ
Ｐ
にY

ouT
ube

と
し
て
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

終
了
後
に
、
三
溪
園
か
ら
横
浜
駅
な
ど
へ
の
帰
路

は
、
当
日
開
催
さ
れ
て
い
た
横
浜
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の

影
響
で
交
通
混
雑
が
あ
り
、
バ
ス
を
乗
り
換
え
た
り

　

昼
食
は
、皆
一
緒
に
外
苑
に
あ
る「
待
春
軒
」で
名

物
の「
三
溪
そ
ば
」を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
は
午
後
の
部
の
講
演
会
。

　

場
所
は
、
重
要
文
化
財
で
京
都
か
ら
移
築
さ
れ
た

「
旧
燈
明
寺
本
堂
」を
貸
し
切
っ
て
、
関
東
学
院
大
学

国
際
文
化
学
部
長
で
教
授
の
鄧
捷
先
生
に
よ
る「
原

三
溪
の
文
人
趣
味
・『
出
世
』志
向
と
三
溪
園
」（
注
：

「
出
世
」は
、
立
身
出
世
で
は
な
く
、
世
か
ら
出
て
い

く
、
俗
塵
を
出
る
の
意
）の
講
演
を
皆
で
約
一
時
間

拝
承
し
た
後
に
、質
疑
応
答
を
し
た
。

三重塔・大池をバックに記念撮影三重塔・大池をバックに記念撮影

講演する鄧捷先生講演する鄧捷先生

静寂な本堂の中で鄧捷先生を囲んで静寂な本堂の中で鄧捷先生を囲んで
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全
日
本
漢
詩
大
会　

神
奈
川
大
会

　

神
漢
連
会
員
の
入
賞
作
品

　

柳
津
送
別　
　
　
　
柳
津
送
別 

白
石
信
隆

同
袍
歸
老
向
天
涯　
同
袍
帰
老
し
て　
天
涯
に
向
か
う

楊
柳
津
頭
共
酒
卮　
楊
柳
の
津
頭　
酒し
ゅ
卮し

を
共
に
す

鶴
髪
固
知
難
再
會　
鶴
髪　
固
よ
り
知
る　
再
び
は
会
い
難
き
を

登
舟
解
纜
故
遲
遲　
舟
に
登
り
て
纜
を
解
く
こ
と　
故
に
遅
遅
た
り

　
　
　

神
奈
川
県
知
事
賞
を
受
賞
し
て

　

詩
作
を
始
め
て
七
年
、
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
感

激
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
神
奈
川
大
会
で
、
神
奈
川

県
知
事
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
県
民
と
し
て
大
変

に
ラ
ッ
キ
ー
な
事
で
し
た
。
初
心
者
講
習
か
ら
手
を

取
る
様
に
教
え
て
下
さ
っ
た
神
漢
連
の
諸
先
生
・
諸

先
輩
に
は
特
に
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
詩
は
、
通
っ
て
い
る
教
室
の
課
題
詩
と
し
て

以
前
に
作
っ
た
時
代
劇
で
す
。
交
通
事
情
や
治
安
状

況
こ
そ
全
く
異
な
り
ま
す
が
、
港
な
ど
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
、
今
に
通
ず
る
情
景
や
離
別
の
悲
哀
を
何
と

か
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　

詩
作
を
始
め
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
結
句
で
安
易
に

喜
怒
哀
楽
な
ど
の
直
接
表
現
を
使
い
、
厳
し
く
注
意

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
折「
物
を
し
て

語
ら
し
め
よ
」と
教
え
ら
れ
、
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
で
は
、
何
年
か
前
の「
物（
事
）＝
エ
ピ

ソ
ー
ド
」を
思
い
出
し
、結
句
下
３
字
と
し
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
知
事
賞

　

信
州
に
住
ん
で
い
た
祖
母
が
高
齢
に
な
り
、
父
母

が
引
き
取
る
事
に
な
っ
た
の
で
、
私
が
迎
え
に
行
き

ま
し
た
。
近
所
に
住
む
長
年
の
友
人
と
の
別
れ
は
格

別
辛
か
っ
た
よ
う
で
、
時
間
が
来
て
も
、
ぐ
ず
ぐ
ず

し
て
、車
に
乗
り
こ
も
う
と
せ
ず
、「
も
う
会
え
な
い

わ
ね
」と
互
い
に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

氷
川
丸　
　
　
　
　

氷
川
丸 

小
島
数
子

鷗
鳥
舞
風
金
港
天　
鷗
鳥　
風
に
舞
う　
金
港
の
天

碧
波
蕩
漾
岸
堤
邊　
碧
波　
蕩
漾
す
る　
岸
堤
の
辺

百
般
航
海
渾
如
夢　
百
般
の
航
海　
渾
て
夢
の
如
し

端
麗
孤
高
繫
纜
船　
端
麗　
孤
高
た
る　
纜
を
繋
ぐ
の
船

　
　
　

漢
詩
を
作
る
力
を
高
め
た
い

　

漢
詩
の
本
を
読
み
、
漢
詩
の
作
り
方
を
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
学
び
始
め
て
か
ら
ま
だ
あ
ま
り
年

月
が
経
っ
て
い
な
い
の
で
、
漢
詩
を
作
っ
て
い
る
と

き
は
、練
習
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

　

氷
川
丸
が
舳
先
を
こ
ち
ら
へ
向
け
て
繋
留
さ
れ

て
い
る
横
浜
港
の
空
や
海
を
、
ど
う
表
現
す
れ
ば
い

い
の
か
考
え
ま
し
た
。
鷗
や
波
に
関
す
る
言
葉
を
、

三
十
年
間
、
様
々
な
航
海
を
し
た
歴
史
を
持
ち
、
留

ま
っ
て
い
る
船
に
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

空
を
悠
然
と
舞
っ
て
い
た
鷗
た
ち
が
や
が
て
、
繋

留
船
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
よ
う
に
、
太
い
鎖
の
上

に
並
ん
で
止
ま
る
の
を
見
て
、
繋
留
さ
れ
て
か
ら

六
十
四
年
が
経
つ
今
の
鷗
た
ち
は
、
何
代
目
の
鷗
た

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
船

の
上
に
高
い
ビ
ル
を
載
せ
た
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る

現
代
の
客
船
と
は
違
う
、
落
ち
着
い
た
美
し
さ
の
あ

る
氷
川
丸
は
、
横
浜
港
に
重
み
を
与
え
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
先
生
方
の
ご
指
導

の
賜
物
で
す
。
漢
詩
を
学
ぶ
こ
と
に
一
層
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

灣
上
月
明　
　
　
　

湾
上
月
明 

高
橋
純
子

風
拂
輕
煙
秋
水
閑　
風
は
軽
煙
を
払
い
て　
秋
水
閑
な
り

玉
輪
涵
影
小
溪
灣　
玉
輪　
影
を
涵
す　
小
渓
の
湾

三
更
依
約
桂
香
裏　
三
更　
依
約
た
る
桂
香
の
裏

一
棹
扁
舟
貫
月
還　
一
棹
の
扁
舟　
月
を
貫
い
て
還
る

　
　
　

隠
者
の
気
分
で

　
「
港
」に
か
か
わ
る
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え

て
み
た
。 

悩
ん
で
い
た
時
、
ふ
と
頭
の
中
に
舟
に

乗
る
自
分
の
姿
が
浮
か
ん
だ
。
そ
う
だ
、
私
は
舟
を

漕
ぐ
の
が
上
手
い
の
だ
。

　

幼
い
頃
か
ら
何
度
も
見
る
夢
が
あ
る
。
一
人
小
さ

な
舟
に
立
ち
、
櫓
を
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
と
漕
い
で
い

る
。
行
く
当
て
も
な
く
水
の
上
を
進
ん
で
ゆ
く
の
で

あ
る
。
漢
詩
を
学
び
始
め
て
漁
夫
は
隠
者
で
あ
る
と

知
っ
た
。
何
事
に
も
縛
ら
れ
ず
心
の
赴
く
ま
ま
に
舟

を
操
る
。
こ
れ
は
夢
の
中
の
自
分
と
同
じ
な
の
で
は

な
い
か
。

横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
賞
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寄
金
港
楠
樹　
　
　

金
港
の
楠
樹
に
寄
す 

青
山
正
子

煙
波
細
雨
泛
輕
鷗　
煙
波　
細
雨　
軽
鷗　
泛
ぶ

汽
笛
洋
洋
古
渡
頭　
汽
笛　
洋
洋
た
り　
古
渡
の
頭

楠
樹
亭
亭
一
靑
蓋　
楠
樹　
亭
亭　
一
青
蓋

送
迎
獨
管
不
曾
休　
送
迎　
独
り
管
し
て
曽
て
休
ま
ず

　

銚
子
港
卽
事　
　
　

銚
子
港
即
事 

石
川
昌
良

銚
津
寂
寞
浪
花
平　
銚
津　
寂
寞
と
し
て
浪
花　
平
ら
か
な
り

停
泊
漁
船
語
笑
聲　
停
泊
す
漁
船　
語
笑
の
声

海
上
羣
鷗
遠
飛
去　
海
上
の
群
鴎　
遠
く
飛
び
去
り

斜
陽
縹
渺
暮
潮
生　
斜
陽　
縹
渺
と
し
て　
暮
潮　
生
ず

　

橫
灣
晩
景　
　
　
　

横
湾
の
晩
景 

田
内　

隆

紅
白
薔
薇
立
夕
　
紅
白
の
薔
薇　
夕

に
立
ち

淸
香
滿
院
絶
塵
氛　
清
香
院
に
満
ち
て
塵
氛
を
絶
す

埠
頭
霄
漢
有
精
彩　
埠
頭
の
霄
し
ょ
う
漢か
ん　

精
彩
有
り

花
色
染
天
生
紫
雲　
花
色　
天
を
染
め
て　
紫
雲
を
生
ず

　

金
港
送
人　
　
　
　

金
港
に
人
を
送
る 

福
田
忠
夫

天
空
索
道
景
悠
悠　
天
空
の
索
道　
景　
悠
悠
た
り

大
舶
乘
風
發
渡
頭　
大
舶　
風
に
乗
じ
て
渡
頭
を
発
つ

折
柳
行
人
千
里
去　
柳
を
折
り
て　
行
人　
千
里　
去
る

海
螺
一
響
遣
春
愁　
海か
い
螺ら　

一
響　
春
愁
を
遣
る

入　

選

多
く
往
来
し
、
日
本
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

繁
栄
し
た
姿
等
と
し
ま
し
た
が
、
観
念
的
と
の
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
発
想
を
変
え
て
新
た
に

「
横
浜
市
歌
」に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
こ
の
横
浜
港
も
曾

て
は
、
と
ま
屋
の
煙
り
の
漁
村
に
過
ぎ
ず
、
現
在
の

繁
華
に
激
変
し
た
驚
き
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
ど
の
様
に
表
現
す
べ
き
か
、
詩
語
の
選

択
に
心
を
砕
き
、
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
完
成

し
ま
し
た
。

　

作
品
へ
の
思
い
で
す
が
、
海
な
し
県
で
育
っ
た
私

は
海
へ
の
憧
れ
が
強
く
結
婚
を
期
に
三
浦
の
海
辺
に

居
を
構
え
ま
し
た
。
当
時
は
、
春
に
は
田
ん
ぼ
に
蛙

が
鳴
き
、
秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
垂
れ
、
浜
辺
に

は
漁
師
さ
ん
が
網
を
晒
し
船
が
繋
が
れ
て
漁
業
が
盛

ん
で
し
た
が
、
現
在
は
景
観
が
一
変
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
桑
田
碧
海
が「
横
浜
港
雑
詠
」の
作
品

の
根
底
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

小
港
閑
題　
　
　
　

小
港
閑
題 

岡
嶋
宣
昭

雨
餘
漫
歩
蓼
花
磯　
雨
余　
漫
ろ
に
歩
く　
蓼
花
の
磯

何
寺
鐘
聲
渡
夕
霏　
何
れ
の
寺
の
鐘
声
か　
夕せ
き
霏ひ

を
渡
る

小
港
無
人
唯
寂
寞　
小
港　
人
無
く　
唯
だ
寂
寞
た
り

纔
看
一
葉
釣
舟
歸　
纔
か
に
看
る　
一
葉
の
釣
舟
帰
る
を

秀　

作

　

そ
こ
で
、
秋
の
夜
に
月
と
金
木
犀
を
プ
ラ
ス
し
て

夢
に
漕
ぎ
出
し
て
み
た
。夜
霧
の
晴
れ
た
小
さ
な
湾
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
私
の
舟
だ
け
だ
。
寝
転
が
っ
て
空

を
眺
め
る
と
ま
ん
ま
る
の
月
。
ふ
う
わ
り
と
漂
う
甘

い
香
り
に
誘
わ
れ
て
、
水
面
の
月
を
舟
で
ツ
イ
っ
と

真
っ
二
つ
。今
宵
は
ど
こ
ま
で
行
こ
う
か
な
。

　

こ
の
詩
を
組
み
立
て
て
い
る
間
、
空
想
上
の
湾
に

何
度
も
舟
を
浮
か
べ
た
。
そ
こ
は
あ
ま
り
に
美
し
い

世
界
で
作
詩
の
苦
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
。
神

奈
川
大
会
と
い
う
記
念
す
べ
き
大
会
で
賞
を
い
た
だ

け
た
こ
と
は
感
慨
深
く
、と
て
も
嬉
し
い
。し
か
し
、

作
詩
が
楽
し
か
っ
た
の
は
想
像
の
舟
の
上
だ
け
。
今

は
ま
た
宿
題
の
詩
に
頭
を
悩
ま
す
日
々
で
あ
る
。

　

橫
濱
港
雜
詠　
　
　

横
浜
港
雑
詠 

松
本
祐
輔

漁
家
數
點
碧
波
頭　
漁
家
数
点　
碧
波
の
頭

晒
網
汀
沙
繋
釣
舟　
網
を
汀
沙
に
晒
し
て
釣
舟
を
繋
ぐ

今
看
繁
華
桑
海
變　
今
看
る
繁
華　
桑
海
の
変

摩
天
大
廈
幾
層
樓　
天
を
摩
す
大
廈　
幾
層
の
楼

　
　
　

作
詩
の
苦
労
と
作
品
へ
の
思
い

　

こ
の
度
の
地
元
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
神
奈
川
大
会

に
て「
神
奈
川
新
聞
社
賞
」に
入
賞
し
、須
藤
社
長
か

ら
直
接
賞
を
授
与
さ
れ
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
偏
に

神
奈
川
漢
詩
連
盟
の
諸
先
生
及
び
九
詩
期
会
の
皆
さ

ま
の
お
蔭
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
初
の
作
詩
は「
横
浜
港
感
懐
」と
し
、横
浜
港
が

現
在
、
世
界
有
数
の
貿
易
港
で
あ
り
、
外
国
船
が
数

神
奈
川
新
聞
社
賞
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

「
長
安
」（
八
月
二
十
二
日
開
催
）

　

今
回
の
吟
行
地
は
初
め
て
の
海
外
、
悠
久
の
歴
史
を

持
つ
都「
長
安
」で
す
。
都
市
を
俯
瞰
し
て
、
あ
ま
た
あ

る
遺
産
、
ま
た
は
詩
人
な
ど
題
材
に
は
事
欠
き
ま
せ

ん
。Y

ouT
ube

も
数
多
く
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
句
は
二
四
不
同
・
二
六
対
の
ル
ー
ル
に
則
っ
た
も

の
。
課
題
韻
字
二
字
の
ど
ち
ら
か
を
使
っ
た
七
言
一
句

（
白
文
と
書
き
下
し
）を
メ
ー
ル
で
送
信
。
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
選
者
に
よ
り
優
句
・
秀
句
の
選
定
、
参
加
者
に
よ

る
人
気
句
の
投
票
。一
句
ご
と
に
作
者
の
コ
メ
ン
ト
後
、

選
者
の
先
生
か
ら
講
評
あ
り
。
と
、
以
上
が
オ
ン
ラ
イ

ン
吟
行
会
の
流
れ
で
す
。

　

同
じ
課
題
か
ら
様
々
な
角
度
で
切
り
取
ら
れ
る
句

の
面
白
さ
、
使
っ
た
こ
と
の
な
い
韻
字
に
格
闘
す
る
時

間
、
普
段
な
か
な
か
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
会
員
の

方
々
と
の
交
流
な
ど
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
の
醍
醐

味
で
す
。ま
た
今
回
は
、仕
事
や
観
光
で
長
安（
現
・
西

安
）へ
お
出
か
け
に
な
っ
た
方
が
多
く
、
楽
し
い
お
話

も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
令
和
七
年
二
月

二
十
四
日（
月
）に
開
催
。
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
高
橋
純
子
）

晁
卿
太
白
喜
身
全 

金
澤
雅
義 

　
「
詩
の
中
で
は
本
名
を
使
い
ま
せ
ん
。
太
白
が
良
い

で
し
ょ
う
。」と
、
香
取
会
長
か
ら
の
ご
指
摘
。
も
と
よ

り
、
李
白
先
生
を
呼
び
捨
て
る
意
思
な
ど
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。直
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
モ
ー
ト
吟
行
会
は
、
吟
行
地「
唐
代
の
長

安
」が
課
題
。
蔦
さ
ん
か
ら
連
絡
さ
れ
て
き
た
指
定
韻

字（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
乱
数
処
理
と
の
由
）は
、今
ま
で

見
た
事
も
使
っ
た
事
も
な
い「
田
」と「
全
」。
な
ん
と

も
恨
め
し
い
。

　

李
白
が
玄
宗
皇
帝
に
仕
え
た
の
は
天
宝
元
年
か
ら
わ

ず
か
二
年
。
朝
廷
を
去
っ
て
十
年
後
の
李
白
は
、
遭
難

し
た
阿
倍
仲
麻
呂
を
哭
し
た
詩〝
哭
晁
卿
衡
〞の
中
で
、

「
明
月
不
帰
沈
碧
海
」と
詠
ん
で
い
ま
す
。
李
白
と
仲
麻

呂
の
関
係
は
、
単
な
る
友
人
の
域
を
超
え
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
〝
漢
詩
創
作
の
た
め
の
詩
語
集
〞で
は
、
喜
身
全
を

「
元
気
で
あ
る
こ
と
を
喜
ぶ
」と
あ
り
ま
す
。

　

帝
都
長
安
で

の
日
常
生
活
、

二
人
は
会
っ

て「
お
前
元
気

か
？
」な
ど
、
家

族
の
様
に
会
話

し
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

千
三
百
年
前

の
帝
都
長
安
。

映
画
の
一
シ
ー

ン
の
よ
う
な
場

面
を
髣
髴
と
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
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漢
詩
講
演
会

『
蘇
州
の
歴
史
と
漢
詩
―
西
施
の
い
た
こ
ろ
―
』

令
和
六
年
度

全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会　

記
念
講
演

全
日
本
漢
詩
連
盟　

鷲
野 
正
明
会
長

　

令
和
六
年
十
月
二
十
六
日 
土
曜
日
、
横
浜
市
西

区
の「
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
」に
お
い

て
、
全
日
本
漢
詩
連
盟 

鷲
野
正
明
会
長
に
よ
る『
蘇

州
の
歴
史
と
漢
詩
―
西
施
の
い
た
こ
ろ
―
』の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
天
好
日
凡
そ
三
百
五
十

名
の
来
場
者
で
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
四
面
参
照
）

一
、蘇
州
と
西
施（
西
子
）

　

西
施
に
つ
い
て
は
、
実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
中

国
の
歴
史
書
、
例
え
ば
春
秋
と
か
左
伝
、
史
記
に
は

記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
呉
越
春
秋
に
は
登
場
す
る

中
国
四
大
美
女
の
一
人
で
す
。「
西せ

い

施し

捧ほ
う

心し
ん

」、「
顰ひ
ん

蹙し
ゅ
く」、「
顰ひ
そ
みに
倣
う
」な
ど
何
気
な
く
使
う
西
施
か
ら

出
た
言
葉
も
あ
り
ま
す
。西
施
が
生
き
て
い
た
時
代
、

呉
と
越
は
い
つ
も
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
越
王
句こ

う

践せ
ん

が
会
稽
山
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
、
呉
王
夫ふ

差さ

へ

送
ら
れ
た
美
女
の
一
人
が
西
施
で
す
。「
臥
薪
嘗
胆
」

「
会
稽
の
恥
を
雪
ぐ
」な
ど
の
言
葉
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
戦
争
に
明
け
暮
れ
る
殺
伐
と
し
た
時
代
に
彩
り

を
添
え
て
、歴
史
が
俄
然
と
面
白
く
な
り
ま
す
。

二
、漢
詩

　

蘇
臺
覽
古　
　
　
　

蘇
台
覧
古 

盛
唐 

李
白

舊
苑
荒
臺
楊
柳
新　
旧
苑　
荒
台　
楊
柳
新
た
な
り

菱
歌
淸
唱
不
勝
春　
菱
歌　
清
唱　
春
に
勝
へ
ず

只
今
惟
有
西
江
月　
只
今
惟
だ
西
江
の
月
の
み
有
っ
て

曾
照
呉
王
宮
裏
人　
曾
て
照
ら
す　
呉
王
宮
裏
の
人

　

結
句
の
呉
王
宮
裏
の
人
が
西
施
の
事
で
す
。
蘇
臺

は
蘇
州
の
公
園
で
す
。
も
う
す
っ
か
り
荒
れ
て
し

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
柳
の
枝
は
春
に
な
っ
て
ま
た
新

た
に
青
々
と
し
た
芽
を
萌
え
だ
し
て
い
る
。
呉
越
の

興
亡
を
知
ら
な
い
娘
さ
ん
た
ち
は
、
菱
取
り
の
歌
を

楽
し
そ
う
に
清
ら
か
な
声
で
歌
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
李
白
は
悲
し
い
歴
史
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

春
に
た
え
ず
と
い
う
詠
い
方
を
す
る
わ
け
で
す
。
昔

華
や
か
な
西
施
を
照
ら
し
た
月
が
今
は
す
っ
か
り
さ

び
れ
た
姑
蘇
臺
を
照
ら
し
て
い
る
。
栄
枯
盛
衰
の
悲

し
み
で
す
。柳
は
懐
古
の
詩
に
よ
く
出
て
き
ま
す
。

　

呉
城
覧
古　
　
　
　

呉
城
覧
古 

中
唐 

陳
羽

呉
王
舊
國
水
煙
空　
呉
王
の
旧
国　
水
煙
空
し

香
徑
無
人
蘭
葉
紅　
香
径
人
無
く　
蘭
葉
紅
な
り

春
色
似
憐
歌
舞
地　
春
色　
歌
舞
の
地
を
憐
む
に
似
て

年
年
先
開
館
娃
宮　
年
年
先
づ
開
く　
館
娃
宮

　

香
径
と
館
娃
宮
が
出
て
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
霊

巖
山
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
呉
王
が
い
た
昔
の
国

は
今
す
っ
か
り
落
ち
ぶ
れ
て
、
水
煙
が
煙
っ
て
い

る
。
春
色
が
歌
舞
の
地
を
憐
れ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

擬
人
化
し
て
真
っ
先
に
館
娃
宮
に
花
を
咲
か
せ
る
の

鷲野正明先生鷲野正明先生

西施（西子）とは西施（西子）とは
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だ
と
結
び
ま
す
。
こ
の
土
地
に
立
て
ば
栄
枯
盛
衰
の

悲
し
み
が
湧
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
ぐ
っ
と

抑
え
て
春
景
色
に
託
し
て
詠
う
。
前
半
の
起
句
は
色

の
な
い
風
景
、
承
句
に
は
香
径
が
出
て
き
て
人
は
い

な
い
け
れ
ど
葉
っ
ぱ
は
色
づ
い
て
、
こ
こ
で
色
が
出

て
き
ま
す
。
か
つ
て
こ
こ
を
西
施
が
通
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
と
い
う
感

じ
に
な
り
ま
す
。
転
句
結
句
は
擬
人
化
し
て
詠
う
と

い
う
詠
い
方
で
す
。

　

靈
巖
寺　
　
　
　
　

靈
巖
寺 

晩
唐 

趙
嘏

館
娃
宮
畔
千
年
寺　
館
娃
宮
畔　
千
年
の
寺

水
闊
雲
多
客
到
稀　
水
闊
く
雲
多
く
し
て
客
の
到
る
こ
と
稀
な
り

聞
説
春
來
倍
惆
悵　
聞
説
ら
く　
春
来　
倍
ま
す
惆
悵
た
り
と

百
花
深
處
一
僧
歸　
百
花
深
き
処　
一
僧
帰
る

　

ど
う
い
う
風
景
が
見
え
ま
す
か
。
詩
を
読
む
と
き

は
風
景
を
思
い
浮
か
べ
る
の
が
大
事
。
色
を
思
い
浮

か
べ
る
と
よ
り
分
か
り
ま
す
。
花
が
沢
山
咲
い
て
幻

影
が
出
て
く
る
よ
う
な
感
じ
、
西
施
が
楽
し
く
遊
ん

で
い
る
よ
う
な
そ
う
い
う
風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
ふ
っ
と
消
さ
れ
て
お
坊
さ
ん
が
と
ぼ
と
ぼ

帰
っ
て
い
く
と
い
う
そ
う
い
う
状
況
で
す
。
何
で
も

な
い
よ
う
な
表
現
で
す
が
、い
い
で
す
ね
。

　

館
娃
宮　
　
　
　
　

館
娃
宮 

晩
唐 

皮
日
休

艷
骨
已
成
蘭
麝
土　
艶
骨
已
に
蘭
麝
の
土
と
成
り

宮
牆
依
舊
壓
層
崕　
宮
牆 

旧
に
依
り
て
層
崕
を
圧
す

弩
臺
雨
壞
逢
金
鏃　
弩
台
雨
に
壊
れ
て
金
鏃
に
逢
ひ

香
徑
泥
銷
露
玉
釵　
香
径 

泥
に
銷
え
て
玉
釵
を
露
す

硯
沼
祇
留
山
鳥
浴　
硯
沼
祇
だ
山
鳥
の
浴
す
る
を
留
め

廊
空
信
野
花
埋　

廊
空
し
く
野
花
の
埋
む
る
に
信
す

姑
蘇
麋
鹿
眞
閑
事　
姑
蘇
の
麋
鹿
真
に
閑
事

須
爲
當
時
一
愴
懷　
須
ら
く
当
時
の
為
に
一
た
び
懐
を
愴
し
む
べ
し

　

艶
骨
と
は
西
施
を
言
っ
て
い
ま
す
。
西
施
が
亡
く

な
っ
て
蘭ら

ん

麝じ
ゃ

の
土
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
麝
香
の
い

い
香
り
と
い
う
事
で
す
。
き
れ
い
な
風
景
で
す
ね
。

崩
れ
た
遺
跡
の
泥
の
中
か
ら
金
の
鏃や

じ
りや
西
施
の
時

代
の
玉
の
簪
が
出
る
と
言
い
、
湖
に
は
た
だ
鳥
た
ち

が
水
浴
び
を
し
に
や
っ
て
く
る
だ
け
。し

ょ
う

廊ろ
う

と
は
響

廊
と
い
う
廊
下
で
、
西
施
が
鈴
を
つ
け
て
歩
き
ま

す
と
い
い
音
が
響
く
そ
う
で
す
。
そ
の
響

廊
も
野

の
花
た
ち
が
埋
め
る
に
任
せ
て
、
鹿
た
ち
が
遊
ぶ
場

所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
こ
こ
に
来
た
ら
当

時
の
事
を
思
い
な
が
ら
、
心
を
痛
ま
し
む
べ
き
だ
と

言
っ
て
結
び
ま
す
。
前
半
は
と
て
も
綺
麗
な
言
葉
使

い
で
す
。そ
し
て
後
半
は
寂
し
さ
を
詠
い
ま
す
。

【
終
わ
り
に
】

　

YouTube

に
て
ご
講
演
の
動
画
を
配
信
し
て
お

り
ま
す
。
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

 

記 

伊
藤
邦
彦

呉越抗争の地図呉越抗争の地図

熱心に聴く多数の来場者熱心に聴く多数の来場者
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第
二
回
自
詠
自
書
入
門
講
座
開
催

 

（
八
月
十
一
日
・
十
七
日
）

　

令
和
五
年
度
に
初
め
て
自
詠
自
書
入
門
講
座
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
卒
業
生（
六
名
）が
次
年
度
の

作
品
展
に
出
品
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
の
必

要
性
・
効
果
を
実
感
し
て
、
令
和
六
年
度
も
夏
の
お

盆
期
間
の
お
休
み
に
開
講
し
、
漢
詩
入
門
講
座
受
講

者
を
含
む
若
年
サ
ー
ク
ル
会
員
を
中
心
に
七
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

漢
詩
人
の
書
は
、
書
家
目
線
で
い
う
と
こ
ろ
の
上

手
い
字
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
自
作
漢
詩
の
内
容
を

訴
え
る
自
分
自
身
の
思
い
の
こ
も
っ
た
字
で
あ
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
は
い
っ
て
も
、
自
分
勝
手
に
書
け
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
漢
詩
作
り
に
ル
ー
ル
が
あ
る
よ

う
に
、書
作
に
も
伝
統
の
作
法
が
あ
り
ま
す
。

　

初
日
に
は
、
知
っ
て
お
く
べ
き
作
法
や
書
道
具
に

つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
書
道
用
具
店
で
道
具
類
の

最
低
限
の
道
具
を
揃
え
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
、
作

法
を
踏
ま
え
つ
つ
手
抜
き
を
し
て
漢
詩
を
上
手
く
書

け
る
コ
ツ
を
説
明
し
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
、
実
際
に

初
め
て
の
作
品
作
り
。
皆
さ
ん
熱
心
に
取
り
組
み
、

会
場
は
暫
く
静
ま
り
返
り
ま
し
た
。
な
お
、
毎
回
懇

親
会
を
設
け
て
参
加
者
の
交
流
も
図
り
ま
し
た
。

　

今
年
の「
自
詠
自
書
の
会
作
品
展
」の
前
に
は
、昨

年
通
り
に
錬
成
会
日
程
を
設
け
て
、
出
品
作
品
制
作

に
取
組
む
予
定
で
す
。 

（
牛
山
知
彦
）

壱
八
会（
い
ち
や
か
い
）活
動
開
始

代
表
世
話
人　

佐
野
輝
美

　

第
十
八
期
は
、
昨
年
十
月
八
日
に
第
一
回
例
会
を

開
催
し
、無
事
に
船
出
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

例
会
開
催
前
に
会
員
十
一
名
全
員
へ
サ
ー
ク
ル

名
を
募
り
、
決
戦
投
票
を
含
め
二
回
の
投
票
に
よ
り

「
壱
八
会
」の
サ
ー
ク
ル
名
が
決
定
し
ま
し
た
。
第
一

回
の
例
会
開
催
日
も
十
月
八
日
な
の
で
本
会
は「
一

と
八
」に
縁
深
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

例
会
は
偶
数
月
の
第
二
火
曜
日
に
か
な
が
わ
労
働

プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
す
。
講
師
の
先
生
二
名（
松
井

講
師
、
木
村
講
師
）を
含
め
十
三
人
で
和
気
あ
い
あ

い
に
満
ち
た
集
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漢
詩
初
心

者
の
私
が
代
表
世
話
人
と
し
て
纏
め
て
い
け
る
の
か

未
だ
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
仲
間
に
助
け
て

い
た
だ
き
何
と
か
努
め
て
お
り
ま
す
。
漢
詩
を
楽
し

む
、
二
〜
三
年
後
に
資
料
を
用
い
て
漢
詩
を
作
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
当
初
の
目
標
を
忘
れ
ず
に
会
の

運
営
に
関
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
の
発
足
に
際
し
、
木
村
講
師
か
ら
お
祝
の
漢
詩

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
も
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま

す
。こ
こ
に
記
念
と
し
て
記
し
ま
す
。

　

十
八
期
會
始
動　
　

十
八
期
会
始
動
す 

木
村　

孝

有
緣
相
會
愛
詩
人　
縁
有
り
て 

相
ひ
会
す 
詩
を
愛
す
る
人

此
日
鷗
盟
吟
友
新　
此
の
日
鴎
盟 

吟
友
新
な
り

共
學
瑤
篇
耽
諷
詠　
共
に 

瑶
篇
を
学
び 

諷
詠
に
耽
る

何
時
詞
藻
動
梁
塵　
何
れ
の
時
に
か 

詞
藻
梁
塵
を
動
か
さ
ん

詩
集
発
刊

 

以
文
会　

大
森
冽
子

　

一
般
に
は
区
切
り
の
節
目
に
出
す
よ
う
だ
が
、
思

い
が
け
な
い
不
幸
と
共
に
サ
ー
ク
ル
の
存
続
が
吃
緊

に
迫
り
、
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
費
用
削
減
の

た
め
、
印
刷
会
社
は
使
え
ず
、
印
刷
前
段
ま
で
は
自

ら
編
集
を
す
ま
せ
印
刷
の
み
格
安
サ
イ
ト
を
使
う
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
誰
も
手
を
挙
げ
ず
、
不
安
な

が
ら
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
案
の
定
、
頁
の
数

え
方
か
ら
紙
質
ま
で
挫
折
の
連
続
。
な
ん
と
か
先
生

の
一
周
忌
に
無
事
奥
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
若
い
期
の
多
才
な
会
員
な
ら
容
易
に
で
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
立
派
な
も
の
を
目
指
せ
ず
と
も
出
来

る
範
囲
精
い
っ
ぱ
い
の
詩
集
発
行
と
な
っ
た
。

　

詩
集
発
刊
で
言
え
る
の
は
他
人
任
せ
に
せ
ず
全
員

が
協
力
す
る
こ
と
。特
に
校
正
は
大
切
で
す
。

　

詩
集
は
好
文
会
、
九
詩
期
会
が
五
年
、
十
年
の
節

目
に
発
刊
し
て
い
ま
す
。
以
文
会
は
特
殊
な
事
情
に

よ
り
発
刊
し
ま
し
た
。
各
期
も
状
況
が
許
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
作
詩
の
成
果
を
見
る
詩
集
を
出
す
の
も
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

会
員
の
活
動
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漢
詩
は
現
代
中
国
人
に
求
め
ら
れ
る

文
化
人
の
素
養 

逸
語
会　

松
田
奈
月

　

中
国
で
生
活
し
て
い
る
と
、
普
段
か
ら
ス
ピ
ー
チ

や
ド
ラ
マ
な
ど
で
漢
詩
の
フ
レ
ー
ズ
が
引
用
さ
れ
て

い
る
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
小
中
学
校
の
国
語
の

教
科
書
に
出
て
く
る
古
詩
は
三
百
首
以
上
あ
り
、
意

味
を
理
解
し
暗
唱
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。孟
浩
然「
春
暁
」や
、李
白「
静
夜
思
」な
ど
は
小

学
校
一
年
生
で
最
初
に
学
ぶ
の
だ
と
か
。

　

二
〇
一
六
年
か
ら『
中
国
詩
詞
大
会
』と
い
う
番

組
が
国
営
の
中
央
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
漢
詩
に
関
す
る
あ
の
手
こ
の
手
の
ク
イ
ズ
が

な
か
な
か
面
白
く
。「
数
字
と
酒
器
が
入
っ
て
い
る

詩
」の
お
題
で
い
く
つ
暗
唱
で
き
る
か
競
っ
た
り
、

「
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
の
新
開
通
を
祝
福
す
る
の
に
適

切
だ
と
思
う
詩
を
挙
げ
よ
」（
小
学
生
が
陸
遊
の「
遊

山
西
村
」と
答
え
て
い
ま
し
た
）な
ど
。第
三
回
大
会

で
は
バ
イ
ク
配
達
員
の
お
じ
さ
ん
が
、
北
京
大
学
の

院
卒
生
を
圧
倒
的
な
知
識
量
で
破
り
優
勝
。
つ
ら
い

仕
事
の
後
に
、毎
晩「
唐
詩
三
百
首
」を
一
首
ず
つ
暗

記
す
る
の
が
生
き
が
い
だ
っ
た
と
語
る
な
か
な
か
胸

ア
ツ
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
し
た
。
学
歴
重
視
の
中
国
で

す
が
、
漢
詩
の
知
識
量
と
理
解
の
深
さ
は
文
化
人
と

し
て
尊
敬
さ
れ
る
の
だ
な
あ
と
改
め
て
。

　

今
の
中
国
の
漢
詩
事
情
な
ど
を
ま
た
少
し
ず
つ
お

届
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

（
次
回
よ
り
連
載
）

何
時
で
も
学
べ
る

志
詩
会　

三
塚
昌
子

　
「
は
る
は
あ
け
ぼ
の
や
う
や
う
し
ろ
く
な
り
ゆ
く

や
ま
ぎ
は
す
こ
し
あ
か
り
て
」等
と
諳
ん
じ
て
い
た

女
学
生
が
人
生
の
終
焉
近
く
に
な
っ
て
、起
承
転
結
、

白
丸
黒
丸
、
韻
は
等
と
、
五
十
年
近
く
本
棚
の
横
に

立
て
か
け
ら
れ
て
い
た
角
川
書
店
の
蔵
書
版
、
昭
和

四
十
八
年
発
行
の
新
字
源
を
パ
タ
ン
パ
タ
ン
と
捲
っ

て
い
る
。
入
門
講
座
に
出
席
時
の
先
生
が「
八
十
六

歳
の
方
が
居
ら
れ
ま
す
」と
言
わ
れ
た
が
、
い
や
私

は
そ
の
上
で
す
と
は
言
え
ず
に
時
が
過
ぎ
る
。

　

十
月
の
例
会
が
終
わ
り
、
友
人
と
別
れ
バ
ス
を
待

つ
時
刻
表
を
見
る
と
二
十
分
待
ち
、
い
ろ
い
ろ
考
え

た
が
、
あ
え
て
急
ぐ
事
も
な
し
、
待
つ
こ
と
に
。
バ

ス
停
の
前
に
は
ラ
ウ
ド
型
の
腰
掛
が
あ
り
、
拝
借
。

立
っ
て
バ
ス
を
待
つ
人
、
道
路
を
歩
く
人
の
足
の
運

び
、
靴
等
を
眺
め
る
。
結
構
楽
し
い
。
空
は
だ
ん
だ

ん
と
茜
色
に
染
ま
っ
て
い
く
。
バ
ス
の
時
間
は
五
時

七
分「
も
う
少
し
だ
」そ
の
時
、
開
港
記
念
会
館
の

赤
い
塔
に
あ
る
あ
の
大
き
な
時
計
が
鳴
り
出
し
た
。

「
五
時
」。
塔
の
時
計
が
時
を
告
げ
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
感
無
量
、
漢
詩
の
勉
強
を
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
恐
ら
く
こ
の
時
間
に
こ
の
場
所

に
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
、
と
共
に
会

に
誘
っ
て
下
さ
っ
た
方
に
感
謝
。

　

今
晩
は
今
回
の
皆
様
の
詩
を
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
る

事
に
し
よ
う
、
と
先
生
の
添
削
と
批
評
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
そ
う
し
て
又
パ
タ
ン
パ
タ
ン
と
辞
書
を
繰

る
。
次
の
詩
題
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
。
大
変
だ
け

ど
幸
せ
な
時
。

「
漢
詩
の
な
ぞ
な
ぞ
増
補
第
二
版
」

九
詩
期
会　

山
口
幸
雄

　

漢
詩
や
中
国
故
事
を
題
材
に
し
た
な
ぞ
な
ぞ
集
の

増
補
第
二
版
を
作
り
ま
し
た
。全
三
十
問
あ
り
ま
す
。

　

基
本
は「
白
居
易
が
相
撲
を
取
っ
て
ハ
ッ
キ
ョ
ー

イ
残
っ
た
」「
歩
い
て
帰
っ
た
の
は
杜
甫
だ
」と
い
っ

た
他
愛
も
な
い
ダ
ジ
ャ
レ
で
す
が
、
作
者
と
し
て
は

そ
れ
な
り
に
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
題
材
が
そ
れ
な
り
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
こ

と
。
馴
染
み
の
な
い
詩
人
や
詩
句
で
は
、
ダ
ジ
ャ
レ

も
な
か
な
か
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ダ
ジ
ャ
レ
を
思
い
つ
い
た
ら
、
そ
れ
を
も
っ
と
も

ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
と
め
る
の
も
苦
労
し
ま
す
。

　
「
煽
情
香
水
帯
」と
い
う
ダ
ジ
ャ
レ
を
思
い
つ
い
た

と
き
に
は
、楊
貴
妃
に
無
理
矢
理
こ
じ
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
文
章
も
簡
潔
に
、
落
ち
が
は
っ
き
り
わ

か
る
よ
う
に
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
に
挿
絵
も
描
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。
時
代
考
証
は
で
た
ら
め
で
す
が
、
な
か
な

か
面
白
い
絵
が
で
き
ま
し
た
、

　

も
と
は
Ａ
六
判
の
手
作
り
で
す
が
、
今
回
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
を
、
神
漢
連

図
書
館
に
入

れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の

で
、
ど
う
か
皆

さ
ん
ネ
ッ
ト

で
ご
笑
覧
く

だ
さ
い
。

会
員
の
た
よ
り
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木
村　
　

孝

　

東
郊
覓
詩 

　

東
郊
に
詩
を
覓
む

春
老
行
迷
山
下
村 

春
老
い
て
行
き
迷
ふ
山
下
の
村

堂
前
桃
李
落
花
翻 

堂
前
の
桃
李　
落
花
翻
る

雞
鳴
桑
樹
知
何
處 

鷄　
桑
樹
に
鳴
く
に　
知
ん
ぬ
何
れ
の
処
ぞ

日
夕
將
敲
五
柳
門 

日
夕　
将
に
敲
か
ん
と
す　
五
柳
の
門

 
 

宇
野
次
郎

　

新
秋
夜
坐 

　

新
秋
夜
坐

半
宵
雨
歇
早
涼
生 

半
宵　
雨　
歇や

み
て　
早
涼
生
ず

閒
坐
螢
窗
風
轉
淸 

蛍
窓
に
閑
坐
す
れ
ば　
風　
転
た
清
し

燈
火
炯
然
書
可
把 

灯
火　
炯
然　
書　
把
る
可
し

梧
桐
一
葉
已
秋
聲 

梧
桐　
一
葉　
已
に
秋
声

 
 

木
村　
　

孝

　

首
夏
平
明 

　

首
夏
平
明

夢
破
啼
鵑
曉
色
靑 

夢　
啼て
い
鵑け
ん
に
破
れ
て
暁
色
青
し

西
方
天
際
見
疎
星 

西
方
の
天
際　
疎
星
を
見
る

泠
泠
零
露
濕
荷
葉 

泠
泠
た
る
零
露　
荷
葉
を
湿
し

嫋
嫋
香
風
透
曲
櫺 

嫋
嫋
た
る
香
風　
曲
き
ょ
く
櫺れ
い
に
透
る

 
 

牛
山
知
彦

　

古
寺
池
蓮 

　

古
寺
の
池
蓮

院
裏
池
塘
見
眼
前 

院
裏
の
池
塘　
眼
前
に
見
る

瑤
華
稠
疊
正
鮮

 

瑤
華
稠
ち
ゅ
う
疊じ
ょ
う

　

正
に
鮮

亭
亭
淨
植
如
君
子 

亭
亭
と
し
て
淨
く
植た

つ
こ
と
君
子
の
如
し

仙
梵
時
聞
更
晏
然 

仙
梵　
時
に
聞
き
て
更
に
晏
然
た
り

優
秀
賞

佳　

作

幾
重
に
も
重
ね
た
大
輪
の
花
が
、
冷
た
い
風
に
ふ
る

ふ
る
と
揺
れ
て
い
る
。
は
か
な
げ
な
が
ら
も
、
牡
丹

の
花
に
し
か
醸
し
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
艶
や
か
な

雰
囲
気
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

　

こ
の
詩
は
李
白
の「
清
平
調
詞　

三
首
」を
も
と
に

し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
有
名
な
詩
だ
が
、
神
漢
連

の
講
演
会
で
鷲
野
先
生
が
取
り
上
げ
て
下
さ
り
、
も

う
一
度
見
直
し
を
し
た
。
風
に
揺
れ
て
い
た
花
び
ら

を
楊
貴
妃
の
薄
絹
の
着
物
に
な
ぞ
ら
え
た
。
き
っ
と

楊
貴
妃
が
そ
の
場
に
来
る
と
、
こ
の
花
が
咲
い
た
時

の
よ
う
な
煌
び
や
か
な
空
気
を
ま
と
う
の
だ
ろ
う
。

　
「
牡
丹
を
観
に
行
こ
う
。」と
友
人
が
声
を
か
け
て

く
れ
な
け
れ
ば
こ
の
詩
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
ラ
ン

チ
を
口
実
に
腰
の
重
い
私
を
誘
い
出
し
て
く
れ
た
友

人
に
感
謝
で
あ
る
。

第
十
六
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

牡
丹 

　

牡
丹

庭
樹
陰
濃
掩
翠
苔 

庭
樹　
陰
濃
か
に
し
て　
翠
苔
を
掩
ひ

春
光
欲
盡
牡
丹
開 

春
光
尽
き
ん
と
欲
し
て　
牡
丹
開
く

紅
妝
麗
豔
馨
香
遍 

紅こ
う
妝し
ょ
う

　

麗
艶　
馨
香
遍
し

宛
似
太
眞
含
笑
來 

宛
あ
た
かも
似
た
り　
太
真
の
笑
ひ
を
含
み
て
來
た
る
に

　
　
　

牡
丹
の
花
に
魅
せ
ら
れ
て

　

昨
年
の
一
月
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
に
牡
丹
の
花

を
観
に
出
か
け
た
。
牡
丹
を
賞
で
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
牡
丹
は
あ
ま
り
に
華
麗
な

イ
メ
ー
ジ
で
、
野
の
小
さ
な
花
が
好
き
な
私
に
は
か

な
り
縁
遠
い
花
だ
っ
た
か
ら
。

　

園
に
入
る
と
紫
・
淡
紅
・
白
の
牡
丹
が
重
た
そ
う

な
花
を
も
た
げ
て
い
る
。本
当
に
あ
で
や
か
な
花
だ
。

人
々
を
魅
了
す
る
の
も
良
く
分
か
る
。
こ
の
花
が
開

く
と
あ
た
り
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
だ
ろ
う
。
一
つ

ひ
と
つ
の
花
に
向
き
合
っ
て
み
る
と
薄
い
花
び
ら
を

最
優
秀
賞
諸
橋
轍
次
賞

漢
詩
大
会
で

漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍
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い
。
横
浜
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
通
信
で
も
参
加

で
き
ま
す
。電
話
０
９
０
―
６
１
０
０
―
３
３
９
０

 

高
橋
純
子

　

閑
谷
黌
釋
菜 

　

閑
谷
黌
釋せ
き

菜さ
い

亭
亭
楷
樹
石
階
邊 

亭
亭
た
る
楷
樹
石
階
の
辺

廟
宇
朱
甍
映
碧
天 

廟
宇
の
朱し
ゅ
甍ぼ
う
碧
天
に
映
ず

嚴
粛
典
儀
淸
韻
裏 

嚴
粛
た
る
典
儀
清
韻
の
裏

啓
龕
跪
拝
敬
文
宣 

龕
を
啓
い
て
跪
拝
し
文
宣
を
敬
う

入　

賞

第
九
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

 

五
嶋
美
代
子

　

街
巷
明
月 

　

街
巷
明
月

日
暮
陰

十
二
街 

日
暮
れ
て
陰い
ん
し
ん
十
二
街

秋
來
霜
露
濕

鞋 
秋
来
た
り
て
霜
露
ぼ
う
鞋あ
い
を
湿
ら
す

月
光
不
啻
照
歸
路 
月
光
啻た
だ
に
帰
路
を
照
ら
す
の
み
に
あ
ら
ず

掃
破
劬
勞
慰
客
懷 

劬く

労ろ
う
を
掃
破
し
て
客
懐
を
慰
む

 
杉
森
千
枝
美

　

都
下
寓
居 

　

都
下
寓
居

當
年
負

上
京
華 

当
年き
ゅ
うを
負
い
て
京
華
に
上
る

一
室
雨
餘
時
有
蝸 

一
室
雨
余
時
に
蝸
有
り

遙
望
樓
臺
如
櫛
比 

遥
か
に
望
む
楼
台
櫛し
っ
比ぴ

の
如
し

寓
居
偏
喜
遠
粉
譁 

寓
居
偏
に
喜
ぶ
粉
譁
に
遠
き
を

 

柴
本
信
子

　

夏
雲 

　

夏
雲

夏
雲
千
變
自
南
來 

夏
雲
千
変
南
よ
り
来
る

閃
閃
電
光
響
迅
雷 

閃
閃
た
る
電
光
迅
雷
響
く

驟
雨
轟
然
檐
滴
烈 

驟
雨
轟
然
と
し
て
檐え
ん
滴て
き
烈
し

旱
天
慈
雨
絶
炎
埃 

旱
天
の
慈
雨
炎え
ん
埃あ
い
を
絶
つ

優
秀
賞

佳　

作

入　

選

令
和
六
年
度
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
釈
菜

 

小
嶋
明 

紀
子

　

閑
谷
庠
舎 

　

閑
谷
庠
し
ょ
う

舎し
ゃ

高
甍
巨
桷
總
嚴
然 

高こ
う

甍ぼ
う

巨き
ょ

桷か
く
總
て
嚴
然
た
り

講
誦
詩
書
經
幾
年 

詩
書
を
講
誦
し
て
幾
年
を
か
經
た
る

一
境
何
由
多
福
德 

一
境
何
に
由
り
て
か
福
德
多
き

藩
侯
英
邁
庶
民
賢 

藩
侯
は
英
邁
に
し
て
庶
民
は
賢
な
り

　
　

閑
谷
学
校
の
釈
菜
の
儀
に
参
列
し
て

　

閑
谷
学
校
の
釈
菜
に
於
き
ま
し
て
、
拙
作「
閑
谷

庠
舍
」に
最
優
秀
賞
の
栄
誉
を
賜
り
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
釈
菜
の
儀
式
に
献
詩
者
と
し
て
参
列
し
ま
し

た
。
孔
子
を
祭
る
大
成
殿
に
て
厳
粛
に
儀
式
が
行
わ

れ
る
様
は
胸
に
迫
る
も
の
で
し
た
。
分
胙
の
儀
と
い

う
名
の
昼
食
会
に
於
い
て
献
詩
者
と
い
う
立
場
で
ス

ピ
ー
チ
し「
故
・
石
川
忠
久
先
生
の
ご
遺
志
を
継
い

で
漢
詩
実
作
、
漢
詩
漢
文
教
育
を
振
興
さ
せ
ま
す
。

わ
た
く
し
が
主
宰
を
務
め
る
大
人
向
け
の
会
の
参
加

者
の
う
ち
、
三
名
の
方
も
受
賞
し
ま
し
た
。
若
年
者

指
導
も
長
年
行
い
、
高
校
教
員
で
生
徒
に
漢
詩
実
作

を
指
導
し
て
い
る
人
達
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て

い
ま
す
」と
発
言
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局

の
方
が「
釈
菜
」を
取
材
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。こ
の

ニ
ュ
ー
ス
は「https://w

w
w
3.nhk.or.jp/lnew

s/
okayam

a/20241026/4020021725.htm
l

」
で
御

覧
に
な
れ
ま
す
。
わ
た
く
し
が
主
宰
を
務
め
る
漢
詩

創
作
研
究
会
に
ご
興
味
の
有
る
方
は
ご
一
報
く
だ
さ

最
優
秀
賞

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

山
本
大
作
様

は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
三
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。（
享
年
八
十
八
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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編
集
後
記 

　

◇
十
月
二
十
六
日
、
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て

全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
無
事

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
大
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

◇
翌
日
二
十
七
日
の
横
浜
三
溪
園
で
の
吟
行
会
も

晴
天
に
恵
ま
れ
、
日
本
庭
園
を
散
策
後
、
原
三
溪
の

漢
詩
に
つ
い
て
鄧
捷
先
生
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

◇
次
回
の
全
日
本
漢
詩
大
会
は
徳
島
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
テ
ー
マ
は「
果
樹（
花
や
果
実
等
も
含
む
）に

か
か
わ
る
も
の
」で
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。

　

◇
十
五
頁
に
掲
載
し
ま
し
た「
旧
閑
谷
学
校
釈
菜

献
詩
」は
、
昨
年
度
よ
り
全
日
本
漢
詩
連
盟
が
全
面

的
に
協
賛
・
支
援
、「
釈
菜
」で
孔
子
像
に
捧
げ
る
漢

詩
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
募
集
要

項
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
ら
会
報
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

◇
第
十
八
回
漢
詩
入
門
講
座
を
受
講
さ
れ
た「
壱

八
会
」の
皆
さ
ん
を
新
た
に
迎
え
ま
し
た
。鑑
賞
会
・

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
・
研
修
会
・
自
詠
自
書
の
会
等

へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

◇
初
め
て
の
三
溪
園
は
、
原
三
溪
の
こ
だ
わ
り
が

随
所
に
感
じ
ら
れ
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
歴
史
的

建
造
物
と
自
然
の
調
和
や
庭
園
も
素
晴
ら
し
く
、
松

風
閣
か
ら
の
眺
め
は
前
日
の
大
会
の
疲
れ
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に
違
っ
た
景

色
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
高
橋
純
子
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
七
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
漢
詩
入
門
講
座　
　

漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
十
九
期
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
知
り
合
い
に
声
を
か
け
、
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
）

期
日
・
時
間 　

①
四
月
二
日（
水
）　

②
四
月
九
日（
水
）　

③
四
月
十
六
日（
水
）

 

　

④
四
月
二
十
三
日（
水
）　

⑤
五
月
十
四
日（
水
）午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館

講　
　

師 

香
取
会
長
ほ
か　

連
盟
の
役
員

問
合
せ
・
受
講
申
込

 

〒221-0001　

横
浜
市
神
奈
川
区
西
寺
尾
一
―
六
―
四　

新
井
治
仁

 
T
EL/FA

X
 045-432-5438  M

ail

：haruhitoarai@
hotm

ail.co.jp

● 

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

期　
　

日 

五
月
二
十
九
日（
木
）

時　
　

間 

午
後
一
時
〜
四
時
三
十
分（
総
会
・
講
演
会
）　

五
時
〜
六
時
三
十
分（
懇
親
会
）

場　
　

所 

横
浜
市
開
港
記
念
会
館（
横
浜
市
中
区
本
町
一
丁
目
六
番
地
）

総
会
議
題 

令
和
六
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
七
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案
ほ
か

講
演
会 

鷲
野
正
明
先
生　

 

演
題
未
定

参
加
申
込 

総
会
・
講
演
会
は
申
込
不
要
。
懇
親
会
申
込
は
四
月
初
旬
発
送
予
定
の

 

開
催
案
内
に
同
封
の
振
込
用
紙
で
振
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

● 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

期　
　

日 

二
月
二
十
四
日（
月
）　

午
後
一
時
三
十
分
〜

 

開
催
日
が
近
づ
い
た
頃
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
全
員
に
参
加
可
否
の
問
合
せ
を

し
ま
す
。


